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 「折り合いをつける」 

 

 春節の休みが終わり、3 学期は残り 1 か月となりました。休み明けに行われた全校放送の中

で、私は「一日一日を大切にしながら過ごしてほしい」ということを子どもたちにお願いしま

した。最近は日本から多くの友だちが編入して来るようになりました。また、反対に日本に帰

国する友だちも増えてきました。出会いと別れが交錯するこの時期、世界の中に一つしかない

この広州日本人学校で偶然出会うことができたことに運命を感じながら一日一日を大切に過ご

してもらいたいです。 

 さて、現在学校では今年度の反省と来年度に向けての教育計画の策定に取り組んでおります。

その中で、来年度は「お互いに違いを認め合い、自分の考えを主張しながらも折り合いをつけ

て共に生きていく子ども」の育成にも重点を置きたいと私は考えております。 

 この「折り合いをつける」という言葉。意味としては「交渉において、互いに譲り合い納得

できるポイントを決めること」「意見が対立しないポイントを探すこと」を意味するようです。 

 よく社会生活を送るうえでの大切な要素として、「人、物、事（※慣習や法律など）、時間、

お金、情報」が例としてあげられます。歴史を振り返れば「人」との「折り合い」はもちろん

ですが、「物、事、時間、お金、情報」と人は昔からそれを意識する、しないにかかわらずに

「折り合いを付けてきた」と言えます。（※例えば「郷に入っては郷に従え」のような「事」に

関する諺があります。でもこれはどちらかというと「妥協」になるかもしれませんが。） 

 しかし、私はこの「人、物、事、時間、お金、情報」以外にも、「折り合いを付ける」ことに

は、「心」もあると考えます。（※例えば、自分では上手くいくと思っていたことが思うように

出来なかったなど」その時の自分の「心中（願いと心境）」のギャップにどのように折り合いを

つけるか。難しいことだと思いますが、大切なことだと私は考えます。また、例え、その結果

が自分の「心」を「妥協」させることであっても、そのことをポジティブに捉え続けるか、ネ

ガティブに捉え続けるかで、その後の生き方が変わることもあるとも思っています。教育にお

いては、「人との折り合い」も大切なことですが、この「自分の心の中の折り合い」についても、

子どもたちに考えさせる必要があると私は思います。 

 3学期の始業式で私は子どもたちにこのように話をしました。「本

当に賢い人は、自分の意見をしっかりと伝えながらも、自分の意見

だけを押し通そうとは決してしない人だよ」と。「人」や「心」と

の関係において、ただ単に「譲歩する（※譲ってあげる」や「妥協

する（※低いポイントで決着させる）」とは違い、自分の意見は主

張しながらも「折り合いをつける（※誰もが納得する）」というこ

との大切さを来年度はしっかりと子どもたちに考えさせたいと思っ

ています。 
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「今後の教育活動について」 

 この 3 学期は「自由参観日」「家庭科調理実習」「卒業式」「修了式」など、多くの人が集まる

大切な活動や行事が短い期間の中で開催されます。人が集まる時に懸念されることは「新型コ

ロナウイルス感染の対策」です。特に広州市では先日番禺区においてコロナの陽性者（1 名）

が発見さたればかりであり、その後の感染拡大が心配されていたところです。ただ、今週の火

曜日に来校した広州市教育局副局長にこの陽性者に関連する教育局の考えを聞いたところ、「他

の省で感染し、番禺区で発見されたこの陽性者については、その動向、接触者も含めて完全に

管理されているので心配はない。」ということでした。 

 そこで、本校における今後の教育活動ですが、基本的な感染症対策（マスク着用など）は継

続しながらも、特に大きな制限はかけないことにいたしましたので、保護者の皆様のご理解と

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 なお、今後の中国国内の新型コロナウイルス感染拡大の状況によっ

ては、学校でのクラスター発生を回避するために、緊急に対応レベル

を引き上げ、教育活動への厳しい措置を取る可能性があることもご理

解ください。                          ＜市教育局副局長（中央）＞ 

 

「つながりを実感させる活動の紹介」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

華聯大学大学生との交流

（お礼の手紙） 

中学部の生徒がZOOM

による交流を華聯大学の

大学生と行いましたが、

今回そのお礼の手紙を中

国語、日本語、英語とそ

れぞれの言葉で手紙を書

き、華聯大学の大学生に

送りました。 

＜大切にするつながり＞ 

②授業とのつながり 

⑤中国社会とのつながり 

 

 

校舎内における学習の一コマです。 


